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道
祖
神
祭
り
の
社
殿
が

作
ら
れ
た
一
月
十
五
日
の

夜
が
火
祭
り
だ
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
世
界
に
発
信

さ
れ
た
結
果
、
沢
山
の
外

国
人
観
光
客
が
押
し
寄
せ

て
い
た
。
こ
の
日
も
観
光

客
の
八
人
中
七
人
が
外
国

人
と
か
。

初
子
が
生
ま
れ
た
家
は

初
灯
籠
を
奉
納
す
る
。
そ

の
下
で
は
振
る
舞
い
酒
。

柄
杓
で
汲
ん
で
は
外
国
の

観
光
客
に
も
振
る
舞
う
。

社
殿
の
上
に
四
十
二
才

の
厄
年
の
男
が
陣
取
り

｢

火
持
っ
て
来
い
。
火
持
っ

て
来
い｣

と
挑
発
。
村
人

が
松
明
を
も
っ
て
突
進
す

る
と
二
十
五
才
の
厄
年
の

男
達
が
妨
害
。

こ
の
掛
け
合
い
に
外
国

人
も
参
加
。
社
殿
の
周
り

は
大
合
唱
に
包
ま
れ
る
。

そ
し
て
、
夜
遅
く
社
殿

に
火
が
入
る
。
燃
え
上
が

る
炎
は
二
十
ｍ
以
上
。

初
灯
籠
も
周
り
に
下
げ

た
書
き
初
め
と
一
緒
に
燃

や
さ
れ
る
。

道
祖
神
祭
り
の
火
祭
り

長
野
県
下
高
井
郡
野
沢
温
泉
村

二
〇
一
八
年
一
月

平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

会
式
に
、
安
倍
首
相
が
出

席
、
文
大
統
領
と
会
談
の

意
向
を
表
明
。｢

慰
安
婦

に
つ
い
て
の
日
韓
合
意
の

履
行
を｣
と
い
う
。
少
女

像
撤
去
を
迫
る
の
だ
ろ
う
。

日
韓
合
意
と
は

｢

日
韓
合
意｣

と
は
二
〇

一
五
年
十
二
月
に
岸
田
外

相
と
韓
国
朴
槿
恵
政
権
の

尹
炳
世
外
交
部
長
が
そ
れ

ぞ
れ
意
向
を
述
べ
た
も
の
。

岸
田
外
相
は｢

慰
安
婦

問
題
は
、
当
時
の
軍
の
関

与
の
下
に
、
多
数
の
女
性

の
名
誉
と
尊
厳
を
深
く
傷

つ
け
た
・
・
日
本
政
府
は

責
任
を
痛
感
・
・
心
か
ら

お
わ
び
と
反
省
の
気
持
ち

を
表
明
す
る
」
と
表
明
。

｢

金
も
払
っ
て
い
る
の

に
何
を
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
云
っ

て
い
る
の
か｣

と
い
う
人

も
い
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
韓
国
の
人
か

ら
見
る
と
、
本
質
的
な
解

決
と
は
云
え
な
い
。
日
本

政
府
は
植
民
地
支
配
下
で

｢

強
制
連
行｣

し｢

性
奴
隷｣

と
し
た
こ
と
を
認
め
て
い

な
い
。
軍
関
係
者
の
責
任

も
追
及
し
て
い
な
い
。

｢

自
分
か
ら
慰
安
婦
に

な
っ
た｣

｢

植
民
地
支
配
は

当
た
り
前
。
今
頃
、
あ
れ

こ
れ
云
う
な｣

と
い
う
勢

力
が
宣
伝
に
利
用
す
る
余

地
が
残
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
少
女
像
撤
去
と

は｢
強
制
連
行
や
性
奴
隷

と
さ
れ
た
事
な
ど
忘
れ
ろ｣

と
云
う
に
等
し
い
。

植
民
地
支
配
の
反
省
は
？

植
民
地
支
配
下
で
農
地

を
奪
わ
れ
、
日
本
に
移
住

し
て
働
く
し
か
な
か
っ
た

人
も
大
勢
い
る
。
植
民
地

支
配
下
で
の
人
権
蹂
躙
を

二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
反

省
の
象
徴
と
し
て
、
駐
韓

日
本
大
使
館
の
前
庭
に
少

女
像
を
置
き
、
花
束
を
手

向
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
？

「心からおわびと反省の気持ち」とは

皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

ユ
ン
・
ビ
ョ
ン
セ

パ
ク
・
ク
ネ

ム
ン

ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン


